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分
酣
高
を
異
に
し
て
ゐ
る
财
こ
の
班
田
制
度
舣
破
れ
て
： 

砘

蘭

、が
甚
多
く
な
名
胂
に
於

S

<
は
瓶
同
は
則
ち
大
化 

以
前
の
田
令
に
當
る
の
だ
/ P

其
部
民
に
對
す
る 

關
係
に
な
れ
ば
事
實
上
の
土
地
の
.支
酣
者
が
咬̂

其
所
.
. 

有
者
と
な6

、
ァ
ぐ
に
所
有
者
問
に
學
を
生
匕
武
家
の
：
 

勃
興
を
促
す
櫞
に
な
れ
ば
腕
力
の
必
要
於
起

6

武
士
な 

る1

種
の
階
級
制
度
は
出
來
允
に
名
せ
ょ
.
M民
賤
成
の 

區
別
は
漸
々
な
く
な
る
様
に
な
つ
*

。
こ
、
に
部
民
の 

多
く
は
郞
等
關
係
と
な6

。
古
：の
民
族
關
係
は
新
な
る 

形
'の
下
に
家
の
子
と
し
て
あ
ら
は
、
の
で
あ
る
。

從
來
の
娇
究
は
藝
な
る
文
字
に.拘
泥
し
、
班
田
制
度 

以
後
に
藤
»

の
起
源
を
慑
く
の
は
誤6

で
あ
る
、
寧
ろ 

斑
田
制
な
る
友
那
制
度
の
輸
入
は
無
理
で
あ
る
か
ら
破 

壞
せ
ら
れ
起
つ̂

の
で
あ
る
。けれ
と名

0
0 

の4
:

^

か
ら
！

K

へ
ば
*
系
統
は
當
然
大
化
軍
新
以
前
の 

土
地
制
に
つS

て
ゐ
る
。
莊
薩

«

l,
fJ

の
擧
者
に
此
點
に 

注
意
奴
なS

の
は
我
史
界
の
现
狀
で
あ
る
。

_
評と

介

松

眷

次

馨

我

國

商

エ

業

之

現.«
及
將
來

‘

火
正
ヨ
苹
1
乃
座
I

文
前
發
兌 

勘
版
五
丑1〗

?4
、楚

M

^r
^

M
 

敦
者
松
鹿
背
次
耶
氏
は
農
商
務
#

嘯
託
技
师
亿
し
て
多
牟
我
商
:1
:
業
の
赞 

惝
の
取
調
に
從
雄
し
頗
る
巩
趨
勢
に
靖
通
せ
リ
。
氏
は
擻
邮
前
背
命
を
帶 

び
て
荫
徉
餅
邦
を
歷
遊
し
:1
|
:ハ
產
槳
の
狀
態
を
|

し
、
蹄
朝
後
典
報
钤
#
 

『

南
洋
の
產
槳
及
典
窩
源』

を
公
刊
せ
1

が
、
頌
る
好
評
を
博
し
忽
ち
嫩
版 

^
n
y
o 

'

，水
歌
0
亦
戍
が
農
溜
務
#
の
命
を
泰
じ
て
我
國
に
於
け
る
企
紫
染
中
の
现 

狀
を
調
脅
一
せ
る
結
梨
を
公
刊
せ
る
豸
の
に
外
な
ち
ず
。
雜
潘
«
诗
頭
锥
を 

欧
米
謝
國
に

於
け
る
企
業
集
中
の
趨
勢K起
し
、
次-で
菌
の
繊
維
：
丄
業 

评
、
製
紙
業
界
、
♦製
糖
業
界•
人
造
肥
料
業
界̂
燈
r.
l

金
製
造
紫
评
•麥 

謹

造
I

、
燐
寸
；丄
業
界
、
麻
絲
紡
織
槳
界
、
石
油

I

に
製
議
评 

亿
於
て
企
業
の
集
中
苦
し
{
は
聯
合
が
漸
次
盛
ん
な
ち
ん
と
せ
る
の
狀
態 

蚤
細
說
し
、
進
ん
で
企
業
の
合
同
乂
《
聯
合
が
現
在
及
び
將
來
亿
於
け
る 

企
樂
上
の
危
險
不
刹
益
を
矯
正
豫
防
せ
ん
と
T
る
に
起
因
せ
る
8
の
な
る 

の
所
以
を
說
明
せ
る
後
"

M
に
螝
じ
て
企
槳

集

中

の
形

式

と
八

!|
*
:
槳

聯

合

の

秫
妞
I

银
げ
、
1.
1
;つ

崖

、
物
憤
"
贸
思
、
社
會
、
政
饴
等
に
及
ば
す 

企
業
集
中
の
彤
婢
に
論
及
し
、
最
後
亿
我
1
1に
於
け
る
企
業
集
中
は
米
だ 

次

米

の

炎

れ

亿

及

ば

ず

從

つ

て

之

を

聰

働

ず

る

を

以

て

得

浓

な

リ

と

.^
じ 

て
秫
々
の
獎
勵
法
を
論
述
す
る
と
同
盹
亿
:\
企
檠
集
屮
は
颂
洛
す
れ
ば
獨
一 

占
の
龄
锻
を
髒
致
す
る
の
傾
^
浪
-る
劣
の
ゲ
る
を
相
摘
し
、
之
に
對
L
て 

阈
家
の
採
る
诃
さ
取
締
法
ハ
4
1じ
て
卷
を
結
べ
リ
。 
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以
上
は
本
#
内
咨
の
械
槪
な
る
が
、
本
#
の
特
徴
と
箭
做
す
可
さ
*
の
1'
:
*
:
一 

我
^H

業
#
亿
於
け
る
企M

の
合
間
粒
に
聯
合
に
關
す
る
®
密
な
る
矾
究
ノ 

な
9
と
謂
つ
可
み
扪
。
蓊
港
は
農
商
務
^
の
藏
せ
る1

"

貧
な
る
調
赍
资
料
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に
猫
さ
て
水
遨
を
起
稿
せ
る
3
の
な
る
>>
-以
て
、
記
述
例
說
の
正
施
な
る
一 

妨
她
し
て
知
る
可
し
9
姝
に
木
漭
け
竹
翁
夂
は
常
都
漭
と
何
等
の
綠
故
を
一 

有
せ
ざ
る
港
が
與
靜
細
を
知
る
こ
と
を
#
ず
？Q
IK
會
社
の
聯
合
規
約
の
條〈 

文
等
を
贼
せ
、
以
て
說
卷
の
參
#
亿
资
す
る
所
龄
か
ら
ず
0
企
粱
染
小
の 

规
論
的
硏
究
を
膦
せ
允
る
K

#

w他
に
な
さ
に
非
ざ
れ
ど
0
、
水
极
の
如
一 

<
<11
-
.難
雄
中
の
實
狀
を
正
碗
^

^
に
叙
說
せ
る
^
證
丨
他
に
北
類
を
見
るj 

こ
と
を
得
ざ
る
べ
さ
か
°
さ
れ
ば
、
带
人
は
斯
{
の

如

^
命

葉

集

屮

硏

究

一 

の
^
參
彩
#
を
份
杞
る
を
鹿
贺
1
、
水
#
が
廣
く
江
湖
に
行
は
る
 ̂
§

一
 

6
_ん
こ
と
^
切
^
す
。(

'r〕 

一

三
上
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課
ユ
ー
ト

ピ
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，

火
正
ニ
堆
十
ニ
刀
座
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娥
牛
#
院
發
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小
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〇
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似
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介
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木
#
戊
サ
ー
、
ト
ー
マ
.ス
、
乇
1Tsir T

h
o
'
a
m

1
.
0の
名
栽『

ユ
ト
ピ 

r』

■ 

us-
p
i
a の
抄
課
な
リ 
0
4

^
^
«
.
.
ユ
ト
.
If
r(

ユ
ト
ビ
ァ
E
f̂
p
iiu
に 

し
て『

何
處
に
*
^
^
4せず』

と
の
葸
籤
を
沧
す〕

と

$
<
る

一
理
想
國 

に
於
け
る
幸
福
な
る
人
民
の
生
潘
狀
■
を
描
寫
せ
る
洛
の
に
I
て
、
浓
艰 

U
之
に
侬
り
て
其
常
時
ハ
へ
ン
リ
ー
八

-i
l
l：
の
時
代)

に
於
け
る
^
國

の
^
守 

的
社
會
生
濟
を
諷
刺
せ
ん
と
試
む
杧
り
0
さ
れ
ど
、

&
 

典
龉
に
て
装
述
せ
I
•を
以
て
、
水
#
を
繙
く
瑨
は
僅
か
に
拉
典
諧
を
解
す 

る
少
败
の
欧
洲
人
此
種
の
雜
述
に
趣
味
を
珩
す
る
潜
に
過
^
づ
リ
咅
然
リ 

と
靡
％
、

乇
1
ア
の
死
後
，フ
ル
フ
、

"
ビ
ン
ソ
ン
な
る
潘
が
之
を
英
！I

せ 

し
後
、
木
#
は
漸
く
1
般
詖
港
|/
>
>浊
截
を
惹
{
に
至
9
、
爾
來
社
會
虫
栽 

を
舉
ず
る
潜
に
取
り
て
理
想
鄕
の
模
職
を
1
1
6
ず
$
の
と
^

^
さ
れ
化
9
三 

上
^
の
抄
P
せ
る
は『

ユ
ト
ビ
r
j
iの
英
課
な
る
が
"
.之
に
對
.T

-̂t
1
リ 

ソ\
r
'ダ
ム
氏
の
評
論
を
§
併
せ
て
餺
w

l

'
 

.

i

l

s

^

^

n

v

.

 

6|
1
ち

邦

離

睿«
之
を
分
ち
て
ヨ
萆
と
な
し
、
笫
ー
箄
評
傅
に
ァ
ダ
ム
氏
の 

評
f

取

め

、

第
一

一

$

想

的
■

の

部

に

英

_

の
笫

 
一
f

0

f
 

第
3

#
ユ
ー
ト
ビ
ャ
见
聞
談
0
部
に
英
譯
#
の
第
二
卷
fe
輝
出
せ
リ
。
列 

F
s
fvt
間
々
英
P
-#
の
字
句
を
#
略
，せ
.る
.所
.̂
リ
と
赚
豸
、
li
K
^
^
?
.
の
^

^
 

を
傅
へ
て
逍
漏
な
->
'
が
如
1
。
_
文
观
快
流
^
に
し
て
英
課
#
の
文
意
を 

:

止
碗
に
繊
述
す
る
と
同
時
R
、
談
港
を
し
て
典
の
課
文
な
る
全」

心
却
せ
し 

む
る
の

趣
さ
為
り
。：

丹
人
は
本#

が
三
上
氏
の
！
！
•に
成
る
他
の
I

と

同
 

じ
く

廣
く
li
t

に

行
は
る
、
に
至
る
可
さ
と
と
を

疑

は

ず
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